
 

1/3 

2024年 11月 28 日 
各    位 

上場会社名  株式会社 LIFULL 
代 表 者 名  代表取締役社長執行役員 伊東 祐司 
 （コード番号 2120 東証プライム）  
問 合 せ 先  執行役員グループ経営推進本部長 福澤 秀一 
 （TEL 03-6774-1603 ） 
 （URL https://lifull.com/ir/ ） 

 

（訂正）「減損損失の計上及び通期連結業績予想と 
実績値との差異に関するお知らせ」の一部訂正について 

  
当社が、2024年11月13日に発表いたしました「減損損失の計上及び通期連結業績予想と実績値との差異

に関するお知らせ」について、訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
なお、本訂正内容に関して、「2024年９月期決算短信〔IFRS〕(連結)」「2024年9月期 決算説明資料」

につきましても、併せて、本日、訂正の発表を行っております。 
 

記 
 

1. 訂正の理由 
当社は、2024年11月13日に「2024年９月期決算短信〔IFRS〕(連結)」及び「減損損失の計上及び通

期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ」を発表いたしましたが、その後、会計監査人から
のれんの評価の検討にあたり、将来の事業計画に関しての変更はありませんが、運転資本及び帳簿価額
に関する指摘事項があり、協議を重ねた結果、指摘の内容通りに訂正を行うことに意見が収束したた
め、減損損失の金額を訂正するものです。 
なお、本日「剰余金の配当に関するお知らせ」を発表しておりますが、1株当たりの配当金に関して

は、2024年11月13日発表の「配当予想に関するお知らせ」から変更はございません。 
 
2. 訂正の内容 

 訂正部を＿＿＿＿＿線で示しております。 
 

(1) 減損損失の金額 
【修正前】しかしながら、主流な検索エンジンの検索アルゴリズムの変更等の外部環境の急激な変

化から、アグリゲーションサービスの減収が想定より早期に進み、当期には経営陣を刷新
して立て直し計画を進行し、一部指標で改善が進んでおりましたが、減収傾向が今後も継
続する見通しであることから、回収可能価額を検討した結果、3,854百万円を減損損失とし
て、その他の費用に計上いたします。 

 

【修正後】しかしながら、主流な検索エンジンの検索アルゴリズムの変更等の外部環境の急激な変
化から、アグリゲーションサービスの減収が想定より早期に進み、当期には経営陣を刷新
して立て直し計画を進行し、一部指標で改善が進んでおりましたが、減収傾向が今後も継
続する見通しであることから、回収可能価額を検討した結果、7,056百万円を減損損失とし
て、その他の費用に計上いたします。 
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(2) 2024年９月期通期業績予想と実績値（IFRS） 

【修正前】連結業績（2023年10月１日～2024年9月30日） （単位：百万円） 

  売上収益 営業利益 親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

基本的１株当たり 
当期利益（円） 

前回発表予想（Ａ） 35,500 1,900 300 2.34 

実 績 値（Ｂ） 34,466 △3,241 △5,261 △41.11 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,034 △5,141 △5,561 △43.45 
増 減 率（％） △2.9 － － － 
ご参考）前 期 実 績 

（2023年９月期） 36,405 1,842 939 7.31 

 
【修正後】連結業績（2023年10月１日～2024年9月30日） （単位：百万円） 

  売上収益 営業利益 親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

基本的１株当たり 
当期利益（円） 

前回発表予想（Ａ） 35,500 1,900 300 2.34 

実 績 値（Ｂ） 34,466 △6,443 △8,463 △66.12 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,034 △8,343 △8,763 △68.46 
増 減 率（％） △2.9 － － － 
ご参考）前 期 実 績 

（2023年９月期） 36,405 1,842 939 7.31 

 

【参考】2024年 9月期決算説明資料の訂正 
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以上 
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